
本書はレーザー共振器データをLASCAD (www.las-cad.com) からVirtualLab™に
インポートする手法を解説します。　VirtualLab™にてデータをどのように
変換、評価するのか解説します。特に、右側ミラーのアパチャーを可変し
半径、M²値、高次モードなどへの影響を評価します。 
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VirtualLab™にLASCADのレーザー共振器を
インポートしシミュレート

 



モデリング概要 
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モデリング概要 

• LASCAD (www.las-cad.com) から共振器データをインポートし、標準
サンプルである“frontal cooling”を採用します。 

 

• サーマル・レンズの屈折率変調を、LASCADのFEAモジュールで計算し
VirtualLabにて活用します。

 

• 本書ではエイゲンモードと、エイゲン値、アウトカプリング・モード
そしてこれらのモードのビームパラメーターの計算方法を解説します。  

 



LASCAD システム 



LASCAD のインポート 

 

 

• Laser Resonator toolboxの
Session editorにてLASCAD
システムのインポートが可能です

 



インポートされたシステム 



サーマルレンズ 

• インポートされたシステムにおいて
サーマルレンズはdouble interface 
component (DIC) として定義されて
おります

 

• DICのEditダイアログにて、サーマル
レンズの屈折率分布を可視化
する事が可能です

 



結果  

• VirtualLab™ はアウトカプリング
モードと、数値評価をサポート
しております

 

 

• 表組の最右列は共振器評価の
最終結果を示します

 



まとめ  

• Laser Resonator Toolboxはレーザー共振器のエイゲンモードと
エイゲン値の評価が可能です  

 

• VirtualLab™ は LASCADにより定義されたレーザー共振器
システムのインポートが可能です

 
 

 

• VirtualLabの Laser Resonator Toolboxにて、共振器内の
サーマルレンズの影響を解析する事が可能です

 

 

 

 


	In this scenario  we demonstrate the import of laser resonator systems from LASCAD (www.las-cad.com) into VirtualLab™. We show how these setups can be modified and analyzed in VirtualLab™. In particular the aperture at the right mirror is being modified and the influence on the radius, the M²-value of the beam and the discrimination of higher modes is shown.�
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